
教授会議事要旨 

 

日 時：令和元年１２月３日（火）１５時００分～１５時１５分 

場 所：本館２階会議室 

出席者：中野センター長、青井、野海、福田、保坂、與曽井 各教授・味村、梅原、 

緒方、嶋 各准教授・王、神田、田村 各講師・小林、白鳥、高久、外川、友野、

堀田 各助教 

欠席者：佐藤教授・石井、井手口、岩崎、郡、住濱、民井、永廣 各准教授・依田講師 

・池田、菅谷、樋口、ＲＹＵ 各助教 

陪席者：能町教授、吉田技術専門職員、松下庶務係長、坂手研究協力係長、蔭山会計係長 

 

議 題： 

Ⅰ．報告事項  

１．各種委員会等について 

（１）吹田地区事業場安全衛生委員会（１１月１日）＜井手口准教授＞ 

（２）核物理研究センター安全衛生委員会（１１月８日）＜井手口准教授＞ 

（３）理工情報系戦略会議（１１月２０日）＜中野センター長＞ 

（４）教育研究評議会（１１月２０日）＜中野センター長＞  

（５）部局長会議（１１月２０日）＜中野センター長＞ 

以上、メールにて事前報告済 

 

２．施設見学の実施について 
（１）和歌山信愛高等学校（１１月７日）＜嶋准教授＞ 

（２）大阪大学理学部物理学科新制第１０回生（昭和３７年３月卒）同窓会 
（１１月１８日）＜福田教授＞ 

（３）上海交通大学との交流事業（１１月１９日）＜保坂教授＞ 

（４）ビーム物理研究会（１１月２６日）＜神田講師＞ 

以上、メールにて事前報告済 

 
３．総長・理事等による部局運営方針等ヒアリングについて 

１１月２２日に実施された標記ヒアリングについて報告があった。 

 
４．両統括理事による部局長訪問について 

令和２年１月３０日（木）１６時３０分から１７時１０分まで両統括理事による部局

長訪問が実施予定である旨報告があり、同訪問につき同席を希望する場合は、中野セン

ター長へ連絡することとなり、結果、梅原特任准教授（常勤）と小林助教が同席するこ

ととなった。 
 
５．令和２年度大学院等高度副プログラム（基礎理学計測学）の連携部局について 

資料１に基づき、昨年度に引き続き以下プログラム１件について、協力する旨報告が

あった。 

・理学研究科：基礎理学計測学 

 



６．その他 

（１）前回の教授会での審議の結果、運営委員会で協議を行うこととなった「特任助教

（常勤）の公募）」については、同委員会で承認が得られ、公募を開始した旨の報

告があった。 

（２）小林助教が第 14 回（2020 年）日本物理学会実験核物理領域：若手奨励賞（第 26

回 原子核談話会 新人賞）を受賞した旨の報告があった。 

（３）日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）が無事終了し

たことの報告があり、関係各位への謝辞があった。 

（４）2002 年から５年間理論研究部門に大学院生として在籍した方の訃報について報告

があった。 

 

Ⅱ．前回教授会議事録（案）について 

  メールにて事前送付済 

 

Ⅲ．協議事項  

１．協同研究員の受入れについて（追加） 

以下の協同研究員の受入れ６名の追加について説明があり、審議の結果、承認され

た。 

（１）プロジェクト・責任者 ： 加速器を用いた医学・生物学応用研究・ 

福田教授、畑澤特任教授（常勤） 

①所属・氏名 ： 京都メディカルテクノロジー/RCNP・實原 美智子 

（２）プロジェクト・責任者 ： 核化学および物質科学領域・福田教授、篠原教授（理) 

①所属・氏名 ： 理化学研究所・羽場 宏光 

②所属・氏名 ： 東北大学 CYRIC・渡部 浩司 

③所属・氏名 ： 東北大学 ELPH・菊永 英寿 

④所属・氏名 ： 量子科学技術研究開発機構・永津 弘太郎 

⑤所属・氏名 ： 量子科学技術研究開発機構・石岡 典子 

 

２．令和２年度いちょう祭における施設公開の実施について 

令和２年度いちょう祭は５月２日（土）、５月３日（日・祝）の２日間実施され、本

センターの施設開放は５月３日（日・祝）に実施することおよび、資料２に基づき担当

教員の選出について説明があり、審議の結果、施設開放について了承され、また、担当

教員については、主担当を現在、公募中の特任助教（常勤）の採用者とし、副担当を依

田講師及び吉田特任助教とすることとなった。 

 

 

次回教授会 令和２年１月７日（火）１５時００分～ 


